
 

 

過去の「みどころ」はＨＰの 

２ページ目以降にあります 

令和５年４月下期 

  

期 

  

  

旬 

  

旬 

シロハラ（ヒタキ科） 

カモ類は、既に北方に移動しているようですが、

シロハラはまだ園内で観察できます。 

ムラサキサギゴケ 

（ハエドクソウ科）  

白色や紫色の花を咲かせます。 

白い花で、花弁は４枚です。 

（黄色い花のヤマブキの花弁は

５枚です。） 

ヤマザクラ（バラ科） 

ソメイヨシノより開花は遅く、

葉の展開と同時に開花します。 

ピンク色、紫色、白色の花を

咲かせます。 

花の形を武将の采配
さいはい

に見立てて

采振木
ざいふりぼく

と呼ばれています。 

イロハモミジ 

（ムクロジ科） 

雄花と両性花が混生してい

ます。開いているのが雄花

です。 

アリマグミ 

（グミ科） 

6月～７月に実が熟し

ます。有馬温泉付近で

発見されたため、アリ

マグミと呼ばれていま

す。 

キランソウが 

咲いています 

マルバアオダモが 

咲いています 

アリマグミが咲いています 

シロヤマブキが咲いています 

モミジバフウの花が咲いています 

ショウジョウバカマが 

咲いています 

雄花、雌花が別々に咲きます。上の

方に集まっている丸いのが雄花、長

い柄の先に１個垂れ下がっているの

が雌花です。モミジと葉の形が似て

いますが、フウは互生、モミジは対

生です。 

キランソウ（シソ科） 

紫色の花が咲きます。別名

はジゴクノカマノフタで、

根生葉が地面にへばりつく

様に広がることからこう呼

ばれます。 

シ
ロ
ヤ
マ
ブ
キ 

（
バ
ラ
科
） 

 

サルトリイバラ、ヤマザクラ

は園内各所で咲いています。

イロハモミジはもみじ谷で見

られます。 

雌雄異株のツル性の低木で

す。写真は雄花で、雄しべが

６個見えています。 

サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ 

（
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
科
） 

 

ムラサキケマン（ケシ科） 

有毒植物で、ウスバシロチ

ョウ（三木山には居ませ

ん。）の幼虫の食草です。 

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ 

（
メ
ラ
ン
チ
ウ
ム
科
） 

 

シャガ（アヤメ科） 

林内のやや湿ったところ

に群生します。 

ザ
イ
フ
リ
ボ
ク 

（
バ
ラ
科
） 

 

ザイフリボクが 

咲いています 

ムラサキサギゴケが咲いています 

キランソウが咲いています 

シャガとムラサキケマン

が咲いています 

モ
ミ
ジ
バ
フ
ウ
の
花

（
フ
ウ
科
） 

 

マルバアオダモ 

（モクセイ科） 

雌雄異株（雌木、雄木が区

別されます。）で、白い花が

咲いています。マルバと呼

ばれるのは、鋸歯が不明瞭

なためです。 

 


